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「博多湾物語」に新たな１ページ

11
月
19・20
日�

ア
ジ
ア
で
初
め
て

ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
開
催

　
海
の
怪
物
ま
が
い
の
流
線
型
の
船
体
が
博
多
湾
を

疾
駆
し
た
―
―
当
館
の
展
示
テ
ー
マ『
博
多
湾
物
語
』

に
新
た
な
ペ
ー
ジ
を
開
く
ヨ
ッ
ト
の
第
35
回
ア
メ
リ

カ
ズ
カ
ッ
プ（
ア
メ
リ
カ
杯
）・
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ

（
W
S
）最
終
第
9
戦
が
11
月
19
、
20
日
の
両
日
、
福

岡
市
の
地
行
浜
沖
で
開
か
れ
、
日
本
の
ソ
フ
ト
バ
ン

ク
・
チ
ー
ム
・
ジ
ャ
パ
ン（
早
福
和
彦
総
監
督
ほ
か

5
人
乗
り
組
み
）と
米
、
英
、
仏
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
六
カ
国
の
双
胴
艇（
全
長
13
・

45
㍍
、
高
さ
21
・
5
㍍
）が
、
世
界
最
高
の
ス
ピ
ー

ド
レ
ー
ス
を
展
開
し
た
。★

　
ア
ジ
ア
で
初
め
て
開
催
さ
れ
た
レ
ー
ス
を
博
多
湾

に
招
致
し
た
の
は
、
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
会
長
で
佐
賀

県
出
身
の
孫
正
義
氏（
59
歳
）。
湾
岸
に
面
し
た
プ
ロ

野
球
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
の
本
拠
地
ヤ
フ
ー
ド
ー
ム
の
沖

合
に
レ
ー
ス
海
域
を
設
定
し
た
。
西
方
に
は
能
古
島

の
島
影
が
く
っ
き
り
と
浮
か
ぶ
。　

　
博
多
湾
は
海
に
ま
つ
わ
る
歴
史
の
宝
庫
だ
。
湾
岸

に
は
元
寇
防
塁
跡
が
点
在
し
、
13
世
紀
の
国
難
を
今

に
伝
え
る
。
能
古
島
と
糸
島
半
島
の
浦
々
は
江
戸
時

代
、
五
ケ
浦
廻
船
の
海
運
業
で
栄
え
、
千
石
船
60
隻

余
を
擁
し
た
。
70
年
前
に
は
敗
戦
に
よ
る
海
外
か
ら

の
引
揚
者
約
1
3
9
万
人
が
、
中
国
大
陸
や
朝
鮮
半

島
か
ら
着
の
身
着
の
ま
ま
で
、博
多
港
に
上
陸
し
た
。

�

（
3
面
に
写
真
特
集
）

空中滑走 	 　能古島を背負ってフォイリング状態で滑走する日本艇「ソフトバンク・チーム・ジャパン」。海面から船体を
浮かせて飛ぶように走る。中腰で操船するのは早福和彦総監督（50歳）＝左端＝。
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全
国
大
会
は
3
1
7

校
が
参
加
し
て
8
月
上

旬
か
ら
中
旬
に
か
け
て

東
京
都
内
で
開
か
れ
、ア

ナ
ウ
ン
ス
、朗
読
、ラ
ジ

オ
番
組
、テ
レ
ビ
番
組
の

4
部
門
に
分
か
れ
、予

選
、決
勝
を
争
っ
た
。野

間
中
は
58
作
品
が
競
っ

た
テ
レ
ビ
番
組
部
門
に

挑
戦
、予
選
を
勝
ち
抜

き
、決
勝
で
優
良
賞
に
輝

い
た
。

　
同
放
送
部
が
70
年
前

の
史
実「
引
揚
げ
」を

テ
ー
マ
に
選
ん
だ
き
っ
か

け
は
、部
員
の
ひ
と
り
に
引
揚
げ
体
験
者
の
曾
祖
母
が
い
た
か

ら
。昨
年
末
に
取
材
を
始
め
、当
館
で
は
別
館
2
階
の
引
揚
げ
展

示
を
中
心
に
カ
メ
ラ
を
回
し
た
。顧
問
の
先
生
や
校
外
顧
問
の
専

門
家
の
助
言
を
得
て
完
成
。7
月
の
第
53
回
福
岡
市
中
学
校
放

送
コ
ン（
27
作
品
）に
出
品
し
て
最
優
秀
賞
、続
く
第
52
回
福
岡

県
中
学
校
コ
ン（
31
作
品
）で
は
銀
賞
を
占
め
た
。

×

　
11
月
に
大
阪
で
行
わ
れ
た
第
36
回「
地
方
の
時
代
」映
像
祭
の

高
校
生（
中
学
生
）部
門
で
、野
間
中
放
送
部
の「
引
揚
げ
～
忘
れ

ち
ゃ
い
け
な
い
戦
争
の
真
実
～
」（
改
題
）は
、高
校
生
に
伍
し
て
2

年
連
続
、奨
励
賞
を
受
賞
し
た
。昨
年
の
入
賞
作
品
は「
飲
め
な

く
な
っ
た
井
戸
水
～
私
た
ち
の
町
に
残
さ
れ
た
戦
争
の
傷
跡
～
」。

×

　
部
員
た
ち
の
反
響　
「
番
組
制
作
を
通
じ
て
、被
害
者
は
日
本

人
だ
け
で
は
な
く
、外
国
の
人
た
ち
も
日
本
に
支
配
さ
れ
て
大
変

だ
っ
た
の
だ
な
と
思
っ
た
。引
揚
げ
の
歴
史
を
伝
え
る
た
め
、今
後

も
色
ん
な
活
動
を
し
た
い
」。「〝
語
り
継
ぐ
こ
と
、伝
え
る
こ
と
〟

の
大
切
さ
を
痛
感
し
た
。1
人
で
も
多
く
の
人
に
作
品
を
見
て
い

た
だ
き
、引
揚
げ
の
背
景
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
」（
い
ず
れ
も
２

年
生
の
女
子
部
員
）。

　
能
古
博
物
館
が
所
蔵
す
る
帆
船

模
型
28
隻
を
製
作
し
て
寄
贈
し
た

福
岡
教
育
大
学
名
誉
教
授
蓮
尾
正

博
さ
ん
（
94
歳
）
の
個
展
『
帆
船

の
歴
史
』
～
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
に

挑
戦
し
て
35
年
～
展
が
、
11
月
3

日
か
ら
6
日
ま
で
福
岡
市
中
央
区

で
開
か
れ
、
本
館
所
蔵
の
遣
唐
使

船
な
ど
7
隻
を
含
む
40
隻
が
勢
ぞ

ろ
い
し
た
。

　

会
場
の
福
岡
市
赤
煉
瓦
文
化

館
に
は
4
日
間
で
約
5
0
0
人

が
訪
れ
、
余
技
と
は
思
え
な
い

精
巧
な
作
品
に
感
嘆
の
声
が
上

が
っ
た
。

×

　

蓮
尾
さ
ん
夫
妻
は

約
2
年
半
前
、
福
岡

市
の
マ
ン
シ
ョ
ン
か

ら
玉
名
市
の
有
料
老

人
ホ
ー
ム
に
転
居
し

た
。
ホ
ー
ム
の
代
表

者
で
福
教
大
の
教
え

子
北
村
和
則
さ
ん

（
61
歳
）
に
よ
る
と
、

ホ
ー
ム
に
は
蓮
尾
さ

ん
専
用
の
工
作
室
が

あ
っ
て
、
小
型
の
亀

甲
船
（
朝
鮮
半
島
）
な
ど
が
年
間

3
隻
ぐ
ら
い
の
ペ
ー
ス
で〝
進
水
〟

す
る
。
1
年
前
に
病
気
で
奥
さ
ん

を
亡
く
し
た
が
、
め
げ
ず
に
韓
国

旅
行
に
出
か
け
亀
甲
船
の
材
質
を

調
べ
た
り
、
玉
名
や
博
多
の
夜
の

街
で
一
杯
傾
け
た
り
。
会
場
を
訪

れ
た
実
妹 

（
81
歳
） 

＝
春
日
市
在

住
＝
は
「
兄
は
旧
制
筑
紫
中
時
代

か
ら
小
さ
な
フ
ネ
を
作
っ
て
い

た
。」と
話
し
た
。

×

　
北
村
さ
ん
の
話　
蓮
尾
先
生
の
手
先
の
器
用
さ
は
驚
く
ば

か
り
。
集
中
力
も
す
ご
い
。
趣
味
の
帆
船
作
り
で
は
こ
の
二
、

三
十
年
間
に
夫
婦
で
帆
船
の
先
進
国
・
欧
州
を
た
び
た
び
巡
っ

て
、
持
ち
前
の
研
究
熱
心
さ
で
技
に
磨
き
を
か
け
た
。
ア
ジ
ア

太
平
洋
博
（
1
9
8
9
年
・
福
岡
市
で
開
催
）
で
は
メ
イ
ン
・

テ
ー
マ
館
に
先
生
の
作
品
30
隻
が
展
示
さ
れ
、
日
本
中
に
そ
の

名
を
知
ら
れ
た
。

◇
94
歳
　
帆
船
模
型
35
年
◇

　
元
福
教
大
教
授

　
蓮
尾
正
博
さ
ん
　
個
展
開
く

　
本
館
展
示
作
品
な
ど
40
隻

◇
野
間
中
放
送
部
・
ビ
デ
オ
制
作
◇

「
引
揚
げ
～
知
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
真
実
～
」

�

☆
全
国
コ
ン
テ
ス
ト
で
優
良
賞
☆

　

福
岡
市
立
野
間
中
学
校（
有
光
利
喜
校
長
）の
放
送
部
が
当

館
の
常
設
展
示『
海
外
引
揚
げ
の
記
憶
』な
ど
を
取
材
し
た
ビ
デ

オ
作
品「
引
揚
げ
～
知
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
真
実
～
」（
8
分
間
）

が
、8
月
の
第
33
回
N
H
K
杯
全
国
中
学
校
放
送
コ
ン
テ
ス
ト

で
、「
優
良
賞
」を
獲
得
し
た
。

蓮
尾
正
博
さ
ん
の
略
歴　
大
正
11
年
大
牟
田
市
生
ま
れ
。
福
岡
教

育
大
名
誉
教
授
。
広
島
高
等
師
範
（
現
・
広
島
大
教
育
学
部
）在
学

中
に
物
理
学
実
験
室
で
被
爆
。
レ
ン
ガ
造
り
の
建
物
が
幸
い
し
て

直
撃
は
免
れ
た
が
、
救
助
活
動
で
市
内
を
駆
け
回
っ
た
た
め
大
量

の
放
射
能
を
浴
び
た
。

入
賞
を
喜
ぶ
野
間
中
学
放
送
部
の
部
員
た
ち

94歳の蓮尾正博さん

蓮尾さんの近作「亀甲船」

本館所蔵の遣唐使船

4日間に500人が訪れた
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ア
メ
リ
カ
杯
小
史　
最
初
の
レ
ー
ス
は
1
6
5
年
前
の
1
8
5
1

年
8
月
、世
界
の
海
を
制
し
た
大
英
帝
国
の
威
信
を
か
け
て
始
ま
っ

た
。英
仏
海
峡
の
ワ
イ
ト
島
を
一
周
す
る
レ
ー
ス
に
英
国
艇
14
隻
、米

国
艇
1
隻
の
大
型
帆
船
が
参
加
。新
興
国
家
の
米
国
か
ら
大
西
洋

を
横
断
し
て
挑
戦
し
た
ニュ
ー
ヨ
ー
ク・ヨ
ッ
ト
ク
ラ
ブ（
N
Y
Y
C
）

の
ア
メ
リ
カ
号
が
1
位
を
さ
ら
っ
た
。1
8
5
1
年
と
言
え
ば
、遭
難

船
員
ジ
ョン
万
次
郎
が
日
本
へ
帰
国
し
た
嘉
永
4
年
で
あ
る
。

　
ア
メ
リ
カ
号
が
N
Y
Y
C
に
持
ち
帰
っ
た
勝
利
の
銀
杯
は
、以
来

「
ア
メ
リ
カ
ズ
カ
ッ
プ
」と
呼
ば
れ
1
3
2
年
も
の
長
期
間
、

N
Y
Y
C
の「
ザ・ト
ロ
フ
ィ
ー・ル
ー
ム
」に
留
め
置
か
れ
た
。こ
の

間
、N
Y
Y
C
は
あ
ま
た
の
挑
戦
艇
を
こ
と
ご
と
く
退
け
た
。

★

　
挑
戦
し
た
オ
ー
ナ
ー
に
著
名
な
富
豪
が
い
た
。ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出

身
の
紅
茶
王
リ
プ
ト
ン（
ロ
イ
ヤ
ル・ア
ス
タ
ー
Y
C
）は
第
10
回

（
1
8
9
9
年
）か
ら
第
14
回（
1
9
3
0
年
）ま
で
の
5
回
に
わ

た
っ
て
カ
ッ
プ
奪
還
を
目
指
し
た
が
、夢
は
叶
わ
な
か
っ
た
。6
回
目

の
挑
戦
に
向
け
て
新
艇
を
建
造
中
の
1
9
3
4
年
、84
歳
の
生
涯

を
閉
じ
た
。

★

　
1
9
8
3
年
9
月
26
日
、北
米
ニュ
ー
ポ
ー
ト
沖
。西
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
実
業
家
ア
ラ
ン・ボ
ン
ド
率
い
る
挑
戦
艇
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
Ⅱ
号

（
ロ
イ
ヤ
ル・パ
ー
ス
Y
C
）は
防
衛
艇
リ
バ
テ
ィ
ー
号
相
手
に
14
日

間
、7
回
の
緊
迫
し
た
レ
ー
ス
を
展
開
。1
勝
3
敗
の
崖
っ
ぷ
ち
か
ら

這
い
上
が
り
、4
勝
3
敗
の
逆
転
勝
ち
を
収
め
て
、ア
メ
リ
カ
杯
を

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
も
た
ら
し
た
。★

博
多
湾
で
は　
大
会
を
前
に
姪
浜
の
能
古
渡
船
場
の
目
の
前
、西

福
岡
マ
リ
ー
ン
の
ポ
ン
ツ
ー
ン
に
巨
大
な
外
洋
ヨ
ッ
ト（
全
長
45
㍍
）

が
寄
航
し
た
＝
写
真
＝
。

レ
ー
ス
応
援
の
た
め
ア
メ

リ
カ
艇
の
オ
ー
ナ
ー
が
回

航
し
た
自
家
用
ヨ
ッ
ト
。

こ
の
ほ
か
自
家
用
機
で
飛

ん
で
き
た
オ
ー
ナ
ー
も
い

た
。福
岡
空
港
の
混
雑
を

避
け
佐
賀
空
港
に
駐
機

し
た
と
い
う
。

ア
メ
リ
カ
杯
写
真
特
集

　集団で競り合う各国艇。日本艇＝左端＝はフォイリング中。強風下で
は時速約40ノット（約70キロ）に達し、体感時速は200キロという。� ⬇

　疾走する日本艇。強い風をつかまえたとき船体に取り付けた
水中翼を下して水の抵抗を少なくし、クルーは右に左に移動して
船体を傾け、片舷にしてスピードを上げタイムを稼ぐ。船体は普通
乗用車並みの軽さ。� ⬇

⬅競技開始前の「エ
アショー」。アジア人
初のエアレースパイ
ロット室屋義秀さん
が会場上空でトップ
レベルの操縦技術を
披露した。単発機の
機体からスモークを
吐きながら15分間、
背面、急降下、垂直
飛行、きりもみの妙技
を次々に繰り広げ、
集まった約8千人の
観衆の目を奪った。

　レース海域を見
下ろすシー・ホーク
ホテルの壁面に
飾られた「アメリカ
ズカップ」の大きな
ロゴ。市内はもとよ
り全国から多くの
ファンが集まった。
内外からの観戦艇
は200隻以上に達
した。� ➡

⬆風を読み、風を捜して操船するクルー。20日は3レースとも風が弱く各チーム苦
労した。舵を握る艇長（スキッパー）は心臓部。メンバーのロープワークとウインチ
操作、息のあったチームワークが勝敗を決める。＝福岡大会で優勝したランドロー
バー・BAR（英国）チーム



能
古
博
物
館
協
賛
ご
寄
附
及
び
友
の
会（
継
続
・
新
規
）会
員　
　
（
平
成
28
年
11
月
末
現
在
）

友
の
会
入
会
のご案

内

● 

友
の
会
会
費

　
　

１
口　

三
千
円

（
何
口
で
も
可
）

　

※
会
費
の
納
入
方
法

　
　

郵
便
振
替

０
１
７
３
０-
９-
６
０
９
７
０

　
公
益
財
団
法
人 

亀
陽
文
庫

（1）
振
込
み
料
は
当
館
に

て
負
担
致
し
ま
す
。

（2）
会
費
の
納
入
確
認

後
、会
員
証
と
コ
ー

ヒ
ー
券
を
お
送
り
致

し
ま
す
。

（3）
会
員
証
の
有
効
期
間

は
１
年
と
致
し
ま
す
。

（4）
入
館
時
に
会
員
証
を

受
付
け
に
ご
提
示
下

さ
い
。ご
入
館
は
随

意
で
何
回
で
も
無
料

で
す
。（
ご
同
伴
１
名

ま
で
無
料
）

（5）
コ
ー
ヒ
ー
券
で
挽
き

た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
を

博
多
湾
を
見
な
が
ら

お
飲
み
い
た
だ
け

ま
す
。

（6）
機
関
誌「
能
古
博
物

館
だ
よ
り
」を
各
年

度
３
回(

予
定)

、お

届
け
致
し
ま
す
。随

想
や
ご
意
見
を
歓
迎

し
ま
す
。但
し
誌
面

の
都
合
で
掲
載
を
見

送
る
場
合
は
ご
容
赦

願
い
ま
す
。原
稿
は

お
返
し
出
来
ま
せ

ん
。必
要
な
ら
事
前

に
コ
ピ
ー
を
お
願
い

し
ま
す
。

（7）
館
が
企
画
す
る
催
物

の
ご
案
内
と
参
加
費

の
割
引
き
を
致
し

ま
す
。

協
賛
寄
附
の
ご
案
内

　
　

法
人
１
口
三
万
円 × 

口
数

　
　

個
人
１
口
一
万
円 × 

口
数

　
　
　
・
税
制
上
の「
寄
附
金
控
除
」の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

納
入
方
法

　

１
、郵
便
振
替
え 

０
１
７
３
０
・
９
・
６
０
９
７
０

　
　
　
公
益
財
団
法
人　

亀
陽
文
庫

　

２
、銀
行
振
込
み　

　
　
　

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行 

土
井
支
店

　
　
　

普
通　

０
５
５
１
４
５
９

　
　
　
公
益
財
団
法
人　

亀
陽
文
庫

▼ 

友
の
会
会
員

注
＝
敬
称
略
・
五
十
音
順

 

・
数
字
は
会
員
歴（
年
数
）

足
立 

晴
道 

石
野 

智
恵
子 
出
光 

豊

出
光 

芳
秀 

上
﨑 

典
雄 

上
野 

道
雄

柏
木 

重
人 

亀
井 

准
輔 

久
我 

篁
子

久
保 

千
春 

毛
戸 

彰 

朔 

元
則

島
塚 

祐
弘 

鈴
木 

友
和 

添
島 

律
子

多
々
羅 

節
子 
寺
田 

隆 

戸
井 

雅
貴

仁
保 

喜
之 

原 

裕
介 

原 

寛

林 

十
九
楼 

増
田 

康
治 

翠
川 

文
子

林 

純 

田
中 

一
光 

岸 

恒
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

 

（
個　

人
）

▼ 

協
賛
ご
寄
附

　
（
法　

人
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
医
療
法
人
笠
松
会　

有
吉
病
院

医
療
法
人
社
団
江
頭
会　

さ
く
ら
病
院

医
療
法
人
恵
光
会　

原
病
院

医
療
法
人 

西
福
岡
病
院

（
医
）博
仁
会
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

医
療
法
人　

原
三
信
病
院

社
会
医
療
法
人　

原
土
井
病
院

税
理
士
法
人
エ
ム
・エ
イ
・シ
ー

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行　

土
井
支
店

社
団
法
人
あ
お
ば
研
究
所

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス（
株
）

（
株
）サ
ン
コ
ー

（
株
）C
D
S

（
株
）ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

（
株
）筑
紫
不
動
産

（
株
）メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
青
葉

（
株
）旭
工
務
店

（
株
）ア
サ
ヒ
ホ
ー
ム

（
株
）内
藤
工
務
店

（
株
）ふ
く
福
サ
ー
ビ
ス

（
有
）福
岡
住
宅
流
通
サ
ー
ビ
ス

（
株
）ミ
ズ

（
株
）ワ
イ
エ
ム
フ
ー
ズ

浄
満
寺

彩
苑

明
石 

幸 

③

秋
山 

峻 

③

秋
山 

雄
治 

⑦

秋
吉 

包
雄 

⑥

麻
生 

静
四
郎 

③

麻
生 

芳
正 

⑥

阿
部 

芳
文 

①

荒
木 

英
子 

①

有
川 

優
子 

③

井
浦 

泰
司 

②

池
田 

修
三 

㉑

池
田 

節
子 

③

池
松 

幾
生 

⑩

池
見 

葉
満
代 

③

石
橋 

慶
二 

①

石
橋 

延
枝 

⑦

石
橋 

正
治 

⑦

石
橋 

善
弘 

⑳

石
橋 

美
感
行 

②

泉 

建
志 

⑤

伊
勢 

幸
裕 

③

板
倉 

修
二 

⑨

市
丸 

喜
一
郎 

㉒

井
出 

美
子 

⑤

伊
藤 

明
夫 

②

稲
葉 

英
彦 

⑥

井
上 

透 

②

今
永 

一
成 

⑤

今
村 

幸
枝 

③

今
村 

さ
ち 

⑧

岩
尾 

通
宏 

①

岩
城 

元 

③

石
清
水 

由
紀
子 
⑤

上
瀧 

玲
子 

③

上
薗 

幸
則 

④

上
田 

恒
久 

⑦

上
野 

聖
満 

③

上
原 

孝
正 

⑫

内
山 

節
子 

③

宇
都
宮 

邦
子 

⑥

内
海 

眞
記
子 

⑩

浦
田 

裕 

⑧

江
﨑 

小
二
郎 

⑩

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
税
理
士
法
人 
②

合
瀬 

武
久 

⑥

合
馬 

紘 

③

大
石  

由
美
子 
③

大
石 

恭
仁
子 

⑨

大
木 

茂 

⑤

大
島 

照
子 

⑧

大
智 

玲
子 

⑦

大
塚 

健
治
郎 

②

大
野 

彩
子 

⑥

大
庭 

浩
司 

⑥

小
川 

和
子 

④

荻
原 

美
枝
子 

⑥

沖
村 

明
子 

②

奥
田 

安
孝 

③

小
倉 

智
文 

④

小
野
﨑 

徹 

⑨

柏
木 

和
子 

⑧

金
子 

柳
水 

⑳

樺
島 

浩
子 

③

釜
我 

敏
子 

④

上
村 

陽
一
郎 

③

神
山 

広 

③

川
田 

啓
治 

⑪

河
野 

道
博 

⑦

河
邉 

慶
子 

⑦

河
邉 

鐵
夫 

②

河
村 

敬
一 

⑫

木
皿 

敦
代 

⑫

岸 

洋
子 

㉔

岸
川 

伸
子 

⑤

北
原 

左
近 

②

木
戸 

龍
一 

⑥

岐
部 

安
信 

④

木
村 

忠
夫 

③

木
村 

寧
海 

①

木
山 

啓
子 

⑧

清
田 

美
弥
子 

⑧

國
武 

英
子 

⑦

久
芳 

正
隆 

⑰

熊
谷 

達
彦 

③

黒
田 

明
子 

⑨

甲
本 

達
也 

㉖

古
閑 

道
子 

③

小
坂 

セ
ツ 

⑥

小
谷 

壽
子 

③

児
玉 

玲
子 

⑥

小
寺 

健
一 

①

小
堀 

瑠
伊
子 

⑧

小
宮 

作 

⑩

古
森 

英
毅 

②

小
山 

京
子 

④

小
山 

儀
一
郎 

③

境
野 

俊
男 

⑥

榊 

和
美 

⑥

坂
口 

征
雄 

⑥

坂
田 

虔
二 

④

坂
田 

さ
つ
紀 

③

坂
梨 

喬 

④

佐
々
木 

二
三
子 
①

佐
藤 

郁
男 

⑤

佐
藤 

廉
也 

②

塩
田 

康
文 

④

執
行 

敏
彦 

⑩

篠
田 

栄
太
郎 

⑧

柴
戸 

次
雄 

④

柴
田  

浩
一 

⑩

柴
本 

隼
太 

⑥

島
田 

芙
美
子 

①

下
郡 

治
子 

③

白
垣 

憲
二 

②

白
木 

太
一
郎 

⑦

杉
原 

正
毅 

⑱

杉
山 

謙 

⑧

鈴
木 

誠 

②

住
本 

霞 

⑪

図
師 

祐
子 

⑥

関 

賢
司 

⑧

関 

敏
巳 

⑦

瀬
戸 

美
都
子 

⑧

芹
野 

二
美 

⑨

副
島 

広
巳 

④

副
島 

靖
弘 

⑧

髙
木 

良
助
・い
づ
み 
⑦

髙
嶋 

季
雄 

⑤

髙
嶋
桂
子 

⑦

髙
根 

襄 

⑪

髙
橋 

俊
之 

①

高
山 

博
光 

④

田
川 

義
幸 

③

田
坂 

大
蔵 

⑤

田
里 

朝
男 

⑭

田
代 

朝
子 

⑦

田
代 

健
治 

④

多
々
羅 

吉
臣 

④

立
石 

京 

⑪

田
中 

啓
介 

②

田
中 

善
八 

①

田
中 

浩
子 

②

田
中
丸 

善
彦 

④

玉
村 

英
美 

②

辻
野 

一
男 

⑤

津
田 

光
詢 

③

寺
岡 

直
彦 

③

徳
永 

武
生
･
和
子 
⑦

富
永 

靖
雄 

⑥

友
重 

み
き 

①

豊
田 

富
美
子 

⑦

豊
田 

文
彦 

⑦

中
塩 

喜
美
子 

④

中
島 

謙
吾 

⑤

中
村 

貴
富 

②

中
村 

保
夫 

⑩

永
岡 

喜
代
太 

㉒

永
渕 

郁
子 

①

鍋
島 

典
子 

③

成
富 

睦
夫 

⑥

西
方 

俊
司 

⑨

西
方 

忍 

②

西
田 

靖
子 

⑦

西
牟
田 

奈
 々

⑨

西
山 

紀
子 

⑩

二
本
木 

恵
右 

①

野
口 

士
朗 

①

野
崎 

逸
郎 

㉑

信
友 

浩
一 

⑩

野
村 

武 

⑤

波
多
野 

直
之 

⑦

八
田 

喜
弘 

③

服
部 

た
か
子 

⑨

花
田 

ひ
ろ
子 

⑧

濱
﨑 

須
美
子 

⑤

林 

十
九
楼 

㉒

林 

宏
文 

④

林 

昌
也 

⑤

林 

由
紀
子 

⑦

早
船 

正
夫 

⑳

原 

和
美 

⑤

原 

順
子 

⑥

原 

順
子 

④

原 

正
明 

①

原 

靖
子 

⑨

原 

祐
一 

⑤

原 

律
子 

①

原
坂 

泰
盛 

③

原
田 

一
男 

④

原
田 

雄
平 

⑬

春
野 

政
虎 

③

馬
場 

浩
太 

④

姫
野 

弘
子 

⑤

平
川 

好
美 

⑤

平
川 

良
輔 

⑩

平
野 

公
憲 

③

廣
田 

恵
美
子 

⑪

福
井 

和
子 

⑦

福
冨 

節
子 

⑦

福
元 

孝
三
郎 

⑧

福
元 

征
四
郎 

⑧

福
山 

智
美 

⑦

藤
井 

鉄
夫 

⑨

藤
瀬 

三
枝
子 

⑯

藤
田 

信
義 

⑦

藤
村 

昌
弘 

③

舟
越 

茂
義 

⑤

舩
津 

康
幸 

④

古
川 

映
子 

⑮

豊
丹
生 

昌
義 

⑤

北
条 

美
恵
子 

①

星
川 

満
智 

④

堀
川 

大
助 

②

前
田 

敏
也
子 

㉖

牧 

健
太
郎 

③

増
田 

志
津
子 

⑥

真
角 

磨
鬼
枝 

⑧

松
尾 

尚
城 

③

松
尾 

真
典 

④

松
岡 

智
恵
子 

⑦

松
熊 

友
彦 

⑧

松
﨑 

由
紀
子 

⑤

松
村 

等
彰 

⑤

松
本 

美
津
子 

⑨

松
吉 

千
鶴
子 

⑥

的
野 

恭
一 

⑨

丸
谷 

理
奈 

②

三
浦 

佑
之 

⑦

見
沢 

照
栄 

⑥

水
崎 

雄
文 

④

味
園 

弘
美 

③

三
苫 

進 

⑦

南 

ア
サ
ノ 

⑪

三
野
原 

勝
子 

⑩

簑
原 

聡 

⑪

三
宅 

碧
子 

㉓

村
岡 

健
次 

⑥

村
上 

浩 

②

本
島 

洋 

③

杜 

あ
と
む 

⑪

森 

恍
次
郎 

⑥

森 

純
子 

⑧

森 

東
洋
彦 

①

森 

正
敏 

⑥

森
下 

昭
子 

⑥

森
田 

拳
次 

③

森
本 

繁 

⑤

安
井 

久
喬 

④

安
恒 

忠
男 

⑦

安
保 

博
史 

⑥

安
松 

淳
祐 

⑦

山
川 

美
也
子 

⑥

山
川 

淑
子 

②

山
家 

肇 

⑥

山
﨑 

博
司 

⑥

山
下 

謙 

④

山
田 

朋
信 

⑤

山
田 

博
子 

㉓

山
本 

千
恵
子 

⑤

山
本 

留
美 

⑦

結
城 

威 

④

吉
田 

登
美
代 

⑥

吉
田 

泰
久 

⑤

吉
田 

洋
一 

⑨

吉
松 

須
和
子 

⑧

吉
安 

蓉
子 

⑯

米
倉 

満
子 

④

若
杉 

佳
昭 

③

渡
辺 

彰 

④

和
才 

雅
宣 

②

和
田 

宏
子 

㉑
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2016年（平成28年） 12月　第79号 

主
な
グ
ル
ー
プ
来
館�

（
平
成
28
年
8
月
～
11
月
）

▼［
8
月
］27
日（
土
）リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ 

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ（
株
）研

修
26
名　
▼［
9
月
］17
日（
土
）東
京
大
学
運
動
会
ヨ
ッ
ト
部

O
B
会（
淡
青
セ
ー
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
）会
長
田
中
一
光
氏
一
行
10
名　

▼［
10
月
］9
日（
日
）西
区
よ
か
と
こ
案
内
人「
姪
浜
あ
こ
め
の
会
」

能
古
ウ
オ
ー
ク
24
名
、東
区
N
P
O
法
人
子
ど
も
会
10
名
、22
日

（
土
）福
岡
家
裁
調
停
委
員
会「
大
手
門
歩
こ
う
会
」8
名　

▼［
11
月
］1
日（
火
）原
看
護
専
門
学
校
能
古
研
修
80
名
、12
日（
土
）

九
州
大
農
学
部
能
古
研
修
6
名
、20
日（
日
）新
老
人
の
会
福
岡
支
部

例
会
30
名
、25
日（
金
）能
古
小
学
校
ロ
ボ
ッ
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
授
業
33
名

新
入
会
員
の
皆
さ
ん（
敬
称
略
）

﹇
協
賛
個
人
﹈ 

田
中 

一
光
、
岸 

恒
憲　

﹇
友
の
会
﹈ 

友
重 

み
き
、
荒
木 

英
子

＝「
医
を
届
け
て
」10
年
＝

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
の
川
原
尚
行
さ
ん

原
看
護
専
門
学
校
で
講
演

看
護
学
生
80
人
来
館

能
古
島
一
周
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
開
く

　

ア
フ
リ
カ
の

ス
ー
ダ
ン
で
医

療
援
助
活
動
10

年
間
余
り
。
北

九
州
市
出
身
の

医
師
川
原
尚
行

さ
ん
（
51
歳
）

＝
国
際
N
G
O

ロ
シ
ナ
ン
テ
ス

ス
ー
ダ
ン
代
表
＝
が
11
月
16
日
、
福
岡
市
東
区
青
葉
の

原
看
護
専
門
学
校
講
堂
で
学
生
た
ち
に
活
動
の
現
状
を

話
し
た
。
＝
写
真
は
校
内
で
記
念
撮
影
に
応
じ
る
川
原

さ
ん
（
右
側
）＝

　

イ
ス
ラ
ム
の
国
ス
ー
ダ
ン
は
人
口
約
3
千
8
百
万

人
。
女
性
の
地
位
は
男
性
に
比
べ
て
低
い
。
川
原
さ
ん

は
「
箱
モ
ノ
を
作
る
だ
け
で
は
な
く
魂
を
入
れ
な
く
て

は
」
と
支
援
か
ら
自
立
に
方
向
を
転
換
、
無
医
村
の
女

性
7
人
を
2
年
間
か
け
て
村
落
助
産
婦
に
育
て
上
げ

た
。
今
で
は
子
ど
も
た
ち
が
「
あ
ん
な
人
に
な
り
た
い
」

と
将
来
の
夢
を
託
す
存
在
に
な
っ
た
。

　
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
主
な
事
業
は
巡
回
診
療
、
井
戸

堀
り
、
風
力
発
電
、
子
ど
も
の
教
育
な
ど
。
相
手
の
懐

に
飛
び
込
ん
で
い
く
の
が
信
条
の
川
原
さ
ん
は
、
地
元

の
人
々
が
飲
料
に
常
用
す
る
川
の
泥
水
を
勧
め
ら
れ
る

ま
ま
に
飲
ん
で
半
年
間
、
下
痢
が
続
い
た
と
か
。

　
ロ
シ
ナ
ン
テ
ス
は
年
間
の
活
動
経
費
約
1
億
2
千
万

円
の
7
割
を
寄
付
に
頼
る
。
川
原
さ
ん
と
当
館
は
、
講

演
会
の
開
催
や
支
援
の
「
ワ
ン
コ
イ
ン
募
金
」
な
ど
で

友
好
関
係
に
あ
る
。

　
原
看
護
専
門
学
校
（
朔
元
則
校
長
・
福
岡
市
東
区
青
葉
）の
男
女

学
生
80
人
が
11
月
1
日
、
研
修
の
た
め
来
館
し
た
。
館
側
は
展
示

内
容
の
説
明
に
当
た
り
、「
博
多

湾
物
語
」
の
史
実
や
儒
学
者
亀
井

南
冥
一
門
の
功
績
に
触
れ
て
、「
皆

さ
ん
が
看
護
す
る
患
者
さ
ん
は
高

齢
者
が
多
い
と
思
う
。
目
の
前
の

患
者
さ
ん
が
ど
ん
な
時
代
を
生
き

て
き
た
の
か
、
展
示
物
を
理
解
す

る
こ
と
で
そ
の
人
の
生
き
て
き
た

時
代
と
考
え
方
の
一
端
が
わ
か
る

よ
う
な
展
示
内
容
で
す
。
患
者
さ

ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に

役
立
て
て
く
だ
さ
い
」と
話
し
た
。

　
今
年
で
6
回
目
を
迎
え
た
島
一
周
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

（
主
催
・
福
岡
市
郵
便
局
長
協
会
）
が
快
晴
の
11
月
12
日
に
行

わ
れ
、
約
7
0
0
人
が
参
加
し
た
。
浜
崎
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
地
点

に
、
島
を
反
時
計
回
り

に
一
周
す
る
8
・
5
キ

ロ
の
コ
ー
ス
。

　
市
内
の
郵
便
局
か
ら

多
数
の
局
員
が
駆
け
つ

け
大
会
運
営
の
サ
ポ
ー

ト
役
を
務
め
た
。
完
歩

し
た
参
加
者
は
ゴ
ー
ル

地
点
で
色
風
船
の
ゲ
ー

ト
を
く
ぐ
り
、
局
員
ら

が
拍
手
で
迎
え
た
。

×

　
11
月
に
は
珍
し
い
ポ
カ
ポ
カ
陽
気
に
、
乳
母
車
を
押
し
た

若
い
お
母
さ
ん
と
お
父
さ
ん
や
、
お
じ
い
さ
ん
と
お
孫
さ
ん

の
2
人
連
れ
な
ど
、
家
族
連
れ
が
目
に
つ
い
た
。
前
半
の
急

所
は
大
泊
周
辺
の
急
な
上
り
坂
、
ア
イ
ラ
ン
ド
パ
ー
ク
で
無

料
の
オ
シ
ッ
コ
休
憩
を
し
た
後
、
後
半
の
3
キ
ロ
余
は
島
の

西
側
の
舗
装
さ
れ
た
平
坦
な
山
道
を
一
気
に
歩
く
。
茂
る
に

任
せ
た
杉
木
立

と
竹
林
に
視
界

を
さ
え
ぎ
ら
れ
、

せ
っ
か
く
の
小

戸
海
岸
や
糸
島

半
島
の
景
観
が

見
通
せ
な
い
の

は
残
念
だ
っ
た
。



能
古
博
物
館
協
賛
ご
寄
附
及
び
友
の
会（
継
続
・
新
規
）会
員　
　
（
平
成
28
年
11
月
末
現
在
）

友
の
会
入
会
のご案

内

● 

友
の
会
会
費

　
　

１
口　

三
千
円

（
何
口
で
も
可
）

　

※

会
費
の
納
入
方
法

　
　

郵
便
振
替

０
１
７
３
０-

９-

６
０
９
７
０

　
公
益
財
団
法
人 

亀
陽
文
庫

（1）
振
込
み
料
は
当
館
に

て
負
担
致
し
ま
す
。

（2）
会
費
の
納
入
確
認

後
、会
員
証
と
コ
ー

ヒ
ー
券
を
お
送
り
致

し
ま
す
。

（3）
会
員
証
の
有
効
期
間

は
１
年
と
致
し
ま
す
。

（4）
入
館
時
に
会
員
証
を

受
付
け
に
ご
提
示
下

さ
い
。ご
入
館
は
随

意
で
何
回
で
も
無
料

で
す
。（
ご
同
伴
１
名

ま
で
無
料
）

（5）
コ
ー
ヒ
ー
券
で
挽
き

た
て
の
コ
ー
ヒ
ー
を

博
多
湾
を
見
な
が
ら

お
飲
み
い
た
だ
け

ま
す
。

（6）
機
関
誌「
能
古
博
物

館
だ
よ
り
」を
各
年

度
３
回(

予
定)

、お

届
け
致
し
ま
す
。随

想
や
ご
意
見
を
歓
迎

し
ま
す
。但
し
誌
面

の
都
合
で
掲
載
を
見

送
る
場
合
は
ご
容
赦

願
い
ま
す
。原
稿
は

お
返
し
出
来
ま
せ

ん
。必
要
な
ら
事
前

に
コ
ピ
ー
を
お
願
い

し
ま
す
。

（7）
館
が
企
画
す
る
催
物

の
ご
案
内
と
参
加
費

の
割
引
き
を
致
し

ま
す
。

協
賛
寄
附
の
ご
案
内

　
　

法
人
１
口
三
万
円 × 

口
数

　
　

個
人
１
口
一
万
円 × 

口
数

　
　
　
・
税
制
上
の「
寄
附
金
控
除
」の
対
象
に
な
り
ま
す
。

　

納
入
方
法

　

１
、郵
便
振
替
え 

０
１
７
３
０
・
９
・
６
０
９
７
０

　
　
　
公
益
財
団
法
人　

亀
陽
文
庫

　

２
、銀
行
振
込
み　

　
　
　

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行 

土
井
支
店

　
　
　

普
通　

０
５
５
１
４
５
９

　
　
　
公
益
財
団
法
人　

亀
陽
文
庫

▼ 

友
の
会
会
員

注
＝
敬
称
略
・
五
十
音
順

 

・
数
字
は
会
員
歴（
年
数
）

足
立 

晴
道 

石
野 

智
恵
子 
出
光 

豊

出
光 

芳
秀 

上
﨑 

典
雄 

上
野 

道
雄

柏
木 

重
人 

亀
井 

准
輔 

久
我 

篁
子

久
保 

千
春 

毛
戸 

彰 

朔 

元
則

島
塚 

祐
弘 

鈴
木 

友
和 

添
島 

律
子

多
々
羅 

節
子 
寺
田 

隆 

戸
井 

雅
貴

仁
保 

喜
之 

原 

裕
介 

原 

寛

林 

十
九
楼 

増
田 

康
治 

翠
川 

文
子

林 

純 

田
中 

一
光 

岸 

恒
憲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
・
順
不
同
）

　

 

（
個　

人
）

▼ 
協
賛
ご
寄
附

　
（
法　

人
）

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
医
療
法
人
笠
松
会　

有
吉
病
院

医
療
法
人
社
団
江
頭
会　

さ
く
ら
病
院

医
療
法
人
恵
光
会　

原
病
院

医
療
法
人 

西
福
岡
病
院

（
医
）博
仁
会
福
岡
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病
院

医
療
法
人　

原
三
信
病
院

社
会
医
療
法
人　

原
土
井
病
院

税
理
士
法
人
エ
ム
・エ
イ
・シ
ー

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行　

土
井
支
店

社
団
法
人
あ
お
ば
研
究
所

エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス（
株
）

（
株
）サ
ン
コ
ー

（
株
）C
D
S

（
株
）ホ
ー
ム
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス

（
株
）筑
紫
不
動
産

（
株
）メ
デ
ィ
カ
ル
ア
シ
ス
ト
青
葉

（
株
）旭
工
務
店

（
株
）ア
サ
ヒ
ホ
ー
ム

（
株
）内
藤
工
務
店

（
株
）ふ
く
福
サ
ー
ビ
ス

（
有
）福
岡
住
宅
流
通
サ
ー
ビ
ス

（
株
）ミ
ズ

（
株
）ワ
イ
エ
ム
フ
ー
ズ

浄
満
寺

彩
苑

明
石 

幸 

③

秋
山 

峻 

③

秋
山 

雄
治 

⑦

秋
吉 

包
雄 

⑥

麻
生 

静
四
郎 

③

麻
生 

芳
正 

⑥

阿
部 

芳
文 

①

荒
木 

英
子 

①

有
川 

優
子 

③

井
浦 

泰
司 

②

池
田 

修
三 

㉑

池
田 

節
子 

③

池
松 

幾
生 

⑩

池
見 

葉
満
代 

③

石
橋 

慶
二 

①

石
橋 

延
枝 

⑦

石
橋 

正
治 

⑦

石
橋 

善
弘 

⑳

石
橋 

美
感
行 

②

泉 
建
志 

⑤

伊
勢 
幸
裕 

③

板
倉 
修
二 

⑨

市
丸 
喜
一
郎 

㉒

井
出 
美
子 

⑤

伊
藤 

明
夫 

②

稲
葉 

英
彦 

⑥

井
上 

透 

②

今
永 

一
成 

⑤

今
村 

幸
枝 

③

今
村 

さ
ち 

⑧

岩
尾 

通
宏 

①

岩
城 

元 

③

石
清
水 

由
紀
子 
⑤

上
瀧 

玲
子 

③

上
薗 

幸
則 

④

上
田 

恒
久 

⑦

上
野 

聖
満 

③

上
原 

孝
正 

⑫

内
山 

節
子 

③

宇
都
宮 

邦
子 

⑥

内
海 

眞
記
子 

⑩

浦
田 

裕 

⑧

江
﨑 

小
二
郎 

⑩

エ
ス
ペ
ラ
ン
サ
税
理
士
法
人 
②

合
瀬 

武
久 

⑥

合
馬 

紘 

③

大
石  

由
美
子 
③

大
石 

恭
仁
子 

⑨

大
木 

茂 

⑤

大
島 

照
子 

⑧

大
智 

玲
子 

⑦

大
塚 

健
治
郎 

②

大
野 

彩
子 

⑥

大
庭 

浩
司 

⑥

小
川 

和
子 

④

荻
原 

美
枝
子 

⑥

沖
村 

明
子 

②

奥
田 

安
孝 

③

小
倉 

智
文 

④

小
野
﨑 

徹 

⑨

柏
木 

和
子 

⑧

金
子 

柳
水 

⑳

樺
島 

浩
子 

③

釜
我 

敏
子 

④

上
村 

陽
一
郎 

③

神
山 

広 

③

川
田 

啓
治 

⑪

河
野 
道
博 

⑦

河
邉 
慶
子 

⑦

河
邉 
鐵
夫 

②

河
村 

敬
一 

⑫

木
皿 

敦
代 

⑫

岸 

洋
子 

㉔

岸
川 

伸
子 

⑤

北
原 

左
近 

②

木
戸 

龍
一 

⑥

岐
部 

安
信 

④

木
村 

忠
夫 

③

木
村 

寧
海 

①

木
山 

啓
子 

⑧

清
田 

美
弥
子 

⑧

國
武 

英
子 

⑦

久
芳 

正
隆 

⑰

熊
谷 

達
彦 

③

黒
田 

明
子 

⑨

甲
本 

達
也 

㉖

古
閑 

道
子 

③

小
坂 

セ
ツ 

⑥

小
谷 

壽
子 

③

児
玉 

玲
子 

⑥

小
寺 

健
一 

①

小
堀 

瑠
伊
子 

⑧

小
宮 

作 

⑩

古
森 

英
毅 

②

小
山 

京
子 

④

小
山 

儀
一
郎 

③

境
野 

俊
男 

⑥

榊 

和
美 

⑥

坂
口 

征
雄 

⑥

坂
田 

虔
二 

④

坂
田 

さ
つ
紀 

③

坂
梨 

喬 

④

佐
々
木 

二
三
子 
①

佐
藤 

郁
男 

⑤

佐
藤 

廉
也 

②

塩
田 

康
文 

④

執
行 

敏
彦 

⑩

篠
田 

栄
太
郎 

⑧

柴
戸 

次
雄 

④

柴
田  

浩
一 

⑩

柴
本 

隼
太 

⑥

島
田 

芙
美
子 

①

下
郡 

治
子 

③

白
垣 

憲
二 

②

白
木 

太
一
郎 

⑦

杉
原 

正
毅 

⑱

杉
山 

謙 

⑧

鈴
木 

誠 

②

住
本 

霞 

⑪

図
師 

祐
子 

⑥

関 

賢
司 

⑧

関 

敏
巳 

⑦

瀬
戸 

美
都
子 

⑧

芹
野 

二
美 

⑨

副
島 

広
巳 

④

副
島 

靖
弘 

⑧

髙
木 

良
助
・い
づ
み 
⑦

髙
嶋 

季
雄 

⑤

髙
嶋
桂
子 

⑦

髙
根 

襄 

⑪

髙
橋 

俊
之 

①

高
山 

博
光 

④

田
川 

義
幸 

③

田
坂 

大
蔵 

⑤

田
里 

朝
男 

⑭

田
代 

朝
子 

⑦

田
代 

健
治 

④

多
々
羅 

吉
臣 

④

立
石 

京 

⑪

田
中 

啓
介 

②

田
中 

善
八 

①

田
中 

浩
子 

②

田
中
丸 

善
彦 

④

玉
村 

英
美 

②

辻
野 

一
男 

⑤

津
田 

光
詢 

③

寺
岡 

直
彦 

③

徳
永 

武
生
･
和
子 
⑦

富
永 

靖
雄 

⑥

友
重 

み
き 

①

豊
田 

富
美
子 

⑦

豊
田 

文
彦 

⑦

中
塩 

喜
美
子 

④

中
島 

謙
吾 

⑤

中
村 

貴
富 

②

中
村 

保
夫 

⑩

永
岡 

喜
代
太 

㉒

永
渕 

郁
子 

①

鍋
島 

典
子 

③

成
富 

睦
夫 

⑥

西
方 

俊
司 

⑨

西
方 
忍 

②

西
田 
靖
子 

⑦

西
牟
田 
奈
 々

⑨

西
山 

紀
子 

⑩

二
本
木 

恵
右 

①

野
口 

士
朗 

①

野
崎 

逸
郎 

㉑

信
友 

浩
一 

⑩

野
村 

武 

⑤

波
多
野 

直
之 

⑦

八
田 

喜
弘 

③

服
部 

た
か
子 

⑨

花
田 

ひ
ろ
子 

⑧

濱
﨑 

須
美
子 

⑤

林 

十
九
楼 

㉒

林 

宏
文 

④

林 

昌
也 

⑤

林 

由
紀
子 

⑦

早
船 

正
夫 

⑳

原 

和
美 

⑤

原 

順
子 

⑥

原 

順
子 

④

原 

正
明 

①

原 

靖
子 

⑨

原 

祐
一 

⑤

原 

律
子 

①

原
坂 

泰
盛 

③

原
田 

一
男 

④

原
田 

雄
平 

⑬

春
野 

政
虎 

③

馬
場 

浩
太 

④

姫
野 

弘
子 

⑤

平
川 

好
美 

⑤

平
川 

良
輔 

⑩

平
野 

公
憲 

③

廣
田 

恵
美
子 

⑪

福
井 

和
子 

⑦

福
冨 

節
子 

⑦

福
元 

孝
三
郎 

⑧

福
元 

征
四
郎 

⑧

福
山 

智
美 

⑦

藤
井 

鉄
夫 

⑨

藤
瀬 

三
枝
子 

⑯

藤
田 

信
義 

⑦

藤
村 

昌
弘 

③

舟
越 

茂
義 

⑤

舩
津 

康
幸 

④

古
川 

映
子 

⑮

豊
丹
生 

昌
義 

⑤

北
条 

美
恵
子 

①

星
川 

満
智 

④

堀
川 

大
助 

②

前
田 

敏
也
子 

㉖

牧 

健
太
郎 

③

増
田 

志
津
子 

⑥

真
角 

磨
鬼
枝 

⑧

松
尾 

尚
城 

③

松
尾 

真
典 

④

松
岡 

智
恵
子 

⑦

松
熊 

友
彦 

⑧

松
﨑 

由
紀
子 

⑤

松
村 

等
彰 

⑤

松
本 

美
津
子 

⑨

松
吉 

千
鶴
子 

⑥

的
野 

恭
一 

⑨

丸
谷 

理
奈 

②

三
浦 

佑
之 

⑦

見
沢 

照
栄 

⑥

水
崎 

雄
文 

④

味
園 

弘
美 

③

三
苫 

進 

⑦

南 

ア
サ
ノ 

⑪

三
野
原 

勝
子 

⑩

簑
原 

聡 

⑪

三
宅 

碧
子 

㉓

村
岡 

健
次 

⑥

村
上 

浩 

②

本
島 

洋 

③

杜 

あ
と
む 

⑪

森 

恍
次
郎 

⑥

森 

純
子 

⑧

森 

東
洋
彦 

①

森 

正
敏 

⑥

森
下 

昭
子 

⑥

森
田 

拳
次 

③

森
本 

繁 

⑤

安
井 

久
喬 

④

安
恒 

忠
男 

⑦

安
保 

博
史 

⑥

安
松 

淳
祐 

⑦

山
川 

美
也
子 

⑥

山
川 

淑
子 

②

山
家 

肇 

⑥

山
﨑 

博
司 

⑥

山
下 

謙 

④

山
田 

朋
信 

⑤

山
田 

博
子 

㉓

山
本 

千
恵
子 

⑤

山
本 

留
美 

⑦

結
城 

威 

④

吉
田 

登
美
代 

⑥

吉
田 

泰
久 

⑤

吉
田 

洋
一 

⑨

吉
松 

須
和
子 

⑧

吉
安 

蓉
子 

⑯

米
倉 

満
子 

④

若
杉 

佳
昭 

③

渡
辺 

彰 

④

和
才 

雅
宣 

②

和
田 

宏
子 

㉑
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風庵

よ
う
こ
そ
博
物
館
へ

バス停から
徒歩約4分（下り坂）

階段

船溜り

能古保育園

門

市指定史跡

楷

能古学校前

渡船場前

北浦口

白鬚神社
ひげ

食事処 長栄丸

山
道

渡船場からアイランドパークへの西鉄バス時刻表（平成28年12月現在） ※博物館へは「能古学校前」で下車して下さい。

渡船場前発
アイランドパーク行

平　日
土曜日
日・祝日

アイランドパーク発
渡船場前行

平　日
土曜日
日・祝日

市営渡船（フェリー）

お問い合わせ

●姪浜ー能古島間：約10分

姪浜旅客待合所 
TEL 092-881-8709
能古旅客待合所 
TEL 092-881-0900

★「冬休み」いたします。
（注）冬季（今年は12月19日～来年2月23日）は、
展示物入れ替えなどで長期休館を原則としてい
ます。御用の場合は事前にお問い合せ願います。

開 館 日／毎週 金曜・土曜・日曜と祝日 
※団体の場合は休館日にかかわらずご相談ください
開館時間／10:00～17:00（入館16：30まで）
入 館 料／大人400円・高校生以下無料 
※団体20名以上2割引き

（渡船場から徒歩約15分）
徒歩コース

（能古学校前バス停から徒歩約4分）
バスコース

お食事、
みやげ物店など

※ 繁忙期はフェリー臨時便が運航され、島内バスの臨時便と接続します。※ 繁忙期はフェリー臨時便が運航され、島内バスの臨時便と接続します。

07:57
07:57
07:57

08:48
08:48
08:48

09:45
09:45
09:45

10:30
10:30
10:30

11:30
11:30
11:30

12:55
12:55
12:55

13:35
13:35
13:35

14:35
14:35
14:35

15:35
15:35
15:35

16:45
16:45
16:45 18:00

08:23
08:23
08:23

09:20
09:20
09:20

10:03
10:03
10:03

11:13
11:13
11:13

12:28
12:28
12:28

13:18
13:18
13:18

14:18
14:18
14:18

15:18
15:18
15:18

16:18
16:18
16:18

17:28
17:28
17:28 18:38

◎印は日祝日運休 平成28年12月現在

西鉄バス
●JR博多駅より 博多口正面Aのりば
　300、301、302番 「のこ渡船場行き」：約50分
●天神より 三越前1Aのりば 
　300、301、302番 「のこ渡船場行き」：約30分

市営地下鉄：「姪浜駅」下車乗り継ぎ
●西鉄バス姪浜駅 北口 
　98番 「のこ渡船場行き」：約12～20分
●タクシー：約8分

姪
浜
旅
客
待
合
所

ま
で
の
ア
ク
セ
ス

館内散策路

能古・姪浜航路 時刻表

1
2
3
4
5
6
7

05:00
06:00
06:30
07:00
07:30
08:00
09:00

8
9
10
11
12
13
14
15

能古 発 10:00
11:00
12:00
13:00
14:00
15:00
16:00
17:00

16
17
18
19
20
21
22
23

17:30
18:00
18:30
19:30
20:15
20:45
21:45
22:45

◎

◎

1
2
3
4
5
6
7

05:15
06:15
06:45
07:15
07:45
08:15
09:15

8
9
10
11
12
13
14
15

姪の浜 発 10:15
11:15
12:15
13:15
14:15
15:15
16:15
17:15

16
17
18
19
20
21
22
23

17:45
18:15
18:45
19:45
20:30
21:00
22:00
23:00

◎

◎

※ 繁忙期は臨時便が運行されます。※ 繁忙期は臨時便が運行されます。
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